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■全般的な注意
1.本試薬は、体外診断用であるため、それ以外の目的には使用しないでく
ださい。

2.診断の際は、本測定値以外に他の検査結果や臨床症状等もあわせて考慮
し、総合的に判断してください。

3.添付文書以外の使用方法については保証を致しません。
*4.本試薬および検体は、感染の危険性があるものとして十分に注意して取
扱ってください。

5.本試薬には、保存剤としてアジ化ナトリウムが含まれています。試薬が
誤って目や口に入ったり、皮膚に付着した場合には、水で十分に洗い流
す等の応急処置を行い、必要があれば、医師の手当等を受けてください。

6.本試薬の使用に際しては、本書とあわせ使用する測定システムの添付文
書および取扱説明書をご参照ください。

■形状・構造等（キットの構成）
ルミパルスプレスト　ＣＡ１２５Ⅱは下記構成試薬を組み合わせてご使用く
ださい。
1.抗体結合粒子（２００回用、１０ｍＬ/ボトル）
抗ＣＡ１２５モノクローナル抗体（マウス）結合フェライト粒子を含み
ます。
本品は付属品として抗体結合粒子ボトル用のアッセイキャップＡを１個
含みます。

2.酵素標識抗体（２００回用、１０ｍＬ/ボトル）
アルカリホスファターゼ（ＡＬＰ）標識抗ＣＡ１２５モノクローナル抗
体（マウス）を含みます。
本品は付属品として酵素標識抗体ボトル用のアッセイキャップＢを１個
含みます。

3.ＣＡ１２５キャリブレータ：２濃度×１
（1）　　　０Ｕ/ｍＬ　ＣＡ１２５キャリブレータ（液状、１.５ｍＬ×１）
（2）１０００Ｕ/ｍＬ　ＣＡ１２５キャリブレータ（液状、１.５ｍＬ×１）
4.基質液（液状、１００ｍＬ×６）
基質としてＡＭＰＰＤ注１）　 を含みます。

5.洗浄液（濃縮液、４０００ｍＬ×１）
6.検体希釈液（液状、１０ｍＬ×１０）
本品は付属品としてアッセイキャップＢを１０個含みます。
　
注１）AMPPD：3-(2'-spiroadamantane)-4-methoxy-4-(3''-phosphoryloxy)phenyl-1,2-

dioxetane　disodium　salt　/　3-(2'-　スピロアダマンタン)-4-　メトキシ-4-(3''-
ホスホリルオキシ)　フェニル-1,2-　ジオキセタン・2　ナトリウム塩

■使用目的
血清又は血漿中のＣＡ１２５の測定

■測定原理
本試薬は２ステップサンドイッチ法に基づいた化学発光酵素免疫測定法によ
るＣＡ１２５測定試薬です。

＜反応プロトコール；２ステップモード＞
　

　
検体中のＣＡ１２５濃度が測定範囲を超えた場合は、検体希釈液を用いて検
体を希釈し再測定してください。

■操作上の注意
1.測定検体の性質、採取法
（1）可能な限り新鮮な検体を用い、保存する場合は－２０℃以下で凍結保

存してください。
（2）検体を繰り返し凍結融解することは避けてください。
（3）赤血球・その他の有形成分、沈殿物、浮遊物が含まれている検体では、

測定値に影響を与える場合があります。正しい結果が得られるように
遠心または除去した後に使用してください。

（4）検体間の汚染が生じないように検体は注意して取扱ってください。
（5）非働化した検体は使用しないでください。
（6）検体に抗凝固剤（ＥＤＴＡ－二カリウム、クエン酸ナトリウム、ヘパ

リンナトリウム）を添加して試験した結果、それぞれ１０ｍｇ/ｍＬ、
３８ｍｇ/ｍＬ、１００Ｕ/ｍＬまで測定値に影響は認められませんで
したが、液状の抗凝固剤を用いる場合は、検体の希釈率にご注意くだ
さい。

2.妨害物質・妨害薬剤
（1）検体にビリルビンＦ、ビリルビンＣ、ヘモグロビンを添加して試験し

た結果、それぞれ１８.８ｍｇ/ｄＬ、２０.０ｍｇ/ｄＬ、４５３ｍｇ/
ｄＬまで、測定値に影響は認められませんでした。また、乳ビに関し
ても、２３６０ホルマジン濁度まで測定値に影響は認められませんで
した。

（2）１０００００Ｕ/ｍＬの検体を測定した時、ハイドーズフックによる影
響は認められませんでした。

■用法・用量（操作方法）
1.試薬の調製法
*（1）抗体結合粒子

冷蔵庫から出してそのまま使用します。
試薬を装置にセットする場合は、試薬を泡立てないようにゆるやかに
ボトルを２０回以上転倒混和して、ボトル底部に沈殿している粒子を
再懸濁してください。

（2）酵素標識抗体
冷蔵庫から出してそのまま使用します。転倒混和はしないでください。

（3）ＣＡ１２５キャリブレータ
常温（１５～２５℃）に戻してから軽く転倒混和して使用します。
デッドボリュームを考慮して、サンプルカップに必要量を滴下します。
キャリブレータ１滴あたりのおよその滴下量は４５μＬです。滴下量
は容器を押す強さや気泡の混入によって変動します。デッドボリュー
ムはご使用の測定システムによって異なりますので各測定システムの
取扱説明書をご覧ください。一例としてルミパルス　ＰｒｅｓｔｏⅡ
でサンプルカップをご使用の場合、デッドボリュームは１００μＬと
なります。

（4）基質液
冷蔵庫から出してそのまま使用します。

（5）洗浄液
測定システムの取扱説明書に従い補充してください。洗浄液は装置内
で自動的に精製水で１０倍に希釈されます。



（6）検体希釈液
冷蔵庫から出してそのまま使用します。転倒混和はしないでください。

2.必要な器具・器材
（1）ルミパルスＰｒｅｓｔｏ用サンプリングチップ
（2）ルミパルスＰｒｅｓｔｏ用キュベット
（3）ルミパルスＰｒｅｓｔｏ用アッセイキャップＡ、アッセイキャップＢ
（4）マイクロピペット、サンプルカップ
（5）全自動化学発光酵素免疫測定システム
3.測定法
（1）測定システムの取扱説明書を参照し、検体および測定に必要な試薬を

所定の位置にセットしてください。（サンプルの最少必要量は、使用
する容器や測定システムによって異なりますので、各測定システムの
取扱説明書をご覧ください。）

（2）抗体結合粒子、酵素標識抗体および検体希釈液のボトルキャップを静
かに外し、口元に付着している試薬は清潔な紙等でふき取ります。ボ
トル内に泡立ちが残っているときはしばらく放置して泡立ちがないこ
とを確認するか、または清潔な綿棒等を用いて取除きます。

（3）アッセイキャップを取付けます。取付け方は、下記の（８）アッセイ
キャップの取付け方の欄をご参照ください。

（4）ボトルのバーコードが濡れていたり、汚れていたりした場合は、ふき
取ってからセットしてください。

（5）試薬を試薬保冷庫内のカローセルにセットします。抗体結合粒子はカ
ローセルＡに、酵素標識抗体および検体希釈液はカローセルＢに、そ
れぞれセットします。試薬は、カローセルの空いている場所のどこに
でもセットすることができます。また、装置からカローセルを取出し
て試薬をセットすることもできます。ボトルをセットした後はカロー
セルを静かに装置の所定位置へ戻します。

（6）基質液は蓋を取外し、基質保冷庫へセットします。
（7）洗浄液は測定システムの取扱説明書に従い補充します。
（8）アッセイキャップの取付け方

アッセイキャップは装置にセットした試薬の蒸発や汚染を防ぐために
使用します。新しいボトルを装置にセットする際には、新しいアッセ
イキャップを取付けてからご使用ください。取付けない場合は、測定
結果の信頼性は保証できません。取付けた後は、アッセイキャップに
液が付着しないように、装置にセットするまでボトルを傾けないよう
注意して取扱ってください。
・アッセイキャップＡの取付け方
アッセイキャップＡは、抗体結合粒子ボトルの口元に乗せ、回しな
がら止まるまで締めて取付けます。アッセイキャップＡの外側を上
から静かに押し（図１）、内部のゴムスリットが開口することを確
かめます（図２）。
スリットに膜が形成されている場合はアッセイキャップＡを一旦取
外し、清潔な紙等で裏のゴム表面の液体をふき取り、再びボトルに
取付けます。
ゴムスリットがきちんと開口しないときや、アッセイキャップＡが
円滑に動かないときは、再度外側を押して確認します。改善がみら
れないときは新しいアッセイキャップＡに交換してください。
　

　
・アッセイキャップＢの取付け方
アッセイキャップＢは、酵素標識抗体ボトルおよび検体希釈液ボト
ルに使用します。取付ける際は、まずボトルキャップを外し代わり
にアッセイキャップＢをボトル口元に乗せます。図３のように、ボ
トル上部の鍔（つば）とアッセイキャップＢ下部の突起が、ぶつか
って止まるまで回しながら締めて取付けます。
図３の★の位置を上から指で押して、蓋が開くことを確かめます
（図４）。
ボトルの口に膜が形成されている場合は清潔な紙等で蓋のゴム表面
に付着した液体をふき取ってください。
アッセイキャップＢが締まらないときや、押しても蓋が円滑に動か
ないときは一旦取外し、再度取付けます。改善がみられないときは、
新しいアッセイキャップＢに交換してください。
　

　
（9）試薬の他に、測定に必要なサンプリングチップおよびキュベットが十

分量投入されていること、精製水タンク、洗浄液タンク、濃縮洗剤タ
ンクの残量が十分であることを確認します。

（10）分析の受付操作を行います。

（11）検体を検体分析用のラックにセットし、装置の所定位置にセットしま
す。精度管理分析の場合は精度管理分析用のラックを、キャリブレー
ション分析の場合はキャリブレーション分析用のラックをそれぞれ使
用します。

（12）外箱記載のデータ入力バーコードには、ＣＡ１２５キャリブレータの
使用期限およびロット番号が記録されています。装置付属のバーコー
ドリーダーを用いて読み取ることにより、キャリブレータのロット管
理を自動的に行うことができます。

（13）スタートキーを押して測定を開始します。装置内で自動的に実行され
る動作については測定原理の「反応プロトコール」の項をご参照くださ
い。

4.濃度の算出法
マスターキャリブレーションデータは、酵素標識抗体ボトルの２次元バ
ーコードに記録されています。検体中のＣＡ１２５濃度は、ＣＡ１２５
キャリブレータの発光量をもとに較正された検量線から自動的に算出さ
れます。また複数装置をお使いの場合は１台ごとに検量線を作成してく
ださい。
ＣＡ１２５キャリブレータの測定は以下の場合に行います。
・抗体結合粒子、酵素標識抗体、基質液のいずれかが、新しいロットに
切り替わった場合。

・キャリブレーションデータを更新後、３０日が経過した場合。
上記以外においても必要が生じた場合は、キャリブレータを測定しキャ
リブレーションデータを更新してください。
　
検体中のＣＡ１２５濃度が、１０００Ｕ/ｍＬを超える場合は、検体希釈
液を用いて希釈し、再測定してください。

■測定結果の判定法
1.参考基準範囲
健常者２００例の血清および血漿中のＣＡ１２５濃度を所定の操作で測
定し、測定値を対数変換で正規化して求めたところ、平均値は９.１２Ｕ
/ｍＬ、平均値＋１.９６ＳＤは２６.９４Ｕ/ｍＬとなりました。

2.判定上の注意
（1）基準範囲は、測定条件や検体によって異なることがありますので、各

施設に適した基準範囲を設定してください。
（2）検体中に存在する未同定の非特異反応性物質の影響により、まれに測

定値が正確に得られない場合がありますので、他の検査結果や臨床症
状等もあわせて考慮し、総合的に判断してください。

■臨床的意義
ＣＡ１２５は、１９８１年Ｂａｓｔらが卵巣漿液性嚢胞線癌由来の培養細胞
を免疫原として作成したモノクローナル抗体ＯＣ１２５によって認識される
抗原です。本試薬は、ＯＣ１２５にて精製した抗原を用いて得たモノクロー
ナル抗体Ｍ１１を固相抗体とし、ＯＣ１２５を標識抗体とした第二世代
ＣＡ１２５定量試薬です。ＣＡ１２５は、上皮性卵巣癌においてきわめて高
い陽性率を示し、中でも漿液性嚢胞線癌で９０％にもおよぶ高い陽性率を示
します１-３)　 。卵巣癌はその大半が自覚症状に乏しいため、診断が困難で、発
見された時には進行している場合が多いといわれています。血中ＣＡ１２５
濃度の測定は、卵巣癌の補助的診断および治療効果判定のモニタリングマー
カーとして有用です。（本試薬で使用している抗ＣＡ１２５抗体は米国
Ｃｅｎｔｏｃｏｒ社の技術により開発され、米国フジレビオダイアグノステ
ィックス社で製造されたものです。）
本試薬は化学発光基質（ＡＭＰＰＤ）を用いた化学発光酵素免疫測定法４）　

（ＣＬＥＩＡ；chemiluminescent　enzyme　immunoassay）に基づく試薬で、全
自動化学発光酵素免疫測定システム（代表例：ルミパルス　ＰｒｅｓｔｏⅡ）
用試薬です。

■性能
1.性能
（1）感度

ＣＡ１２５溶液を所定の操作で測定するとき、２０Ｕ/ｍＬＣＡ１２５
溶液と０Ｕ/ｍＬ　ＣＡ１２５キャリブレータの発光量の比は１１以上
になります。

（2）正確性
自家管理検体３例を所定の操作で測定するとき、測定値は各管理値に
対して±２０％以内になります。

（3）同時再現性（併行精度）
自家管理検体を所定の操作で６回繰り返し測定するとき、変動係数
（ＣＶ値）は１０％以下になります。

（4）測定範囲
本試薬の測定範囲は、０.８Ｕ/ｍＬ～１０００Ｕ/ｍＬです。
全自動化学発光酵素免疫測定システム（代表例：ルミパルス
ＰｒｅｓｔｏⅡ）では０.１Ｕ/ｍＬから出力されます。

（5）検出限界
０Ｕ/ｍＬ　ＣＡ１２５キャリブレータと希釈したＣＡ１２５キャリブ
レータを所定の操作で２０回繰り返し測定し、０Ｕ/ｍＬ　ＣＡ１２５
キャリブレータの平均値＋３ＳＤと、希釈したＣＡ１２５キャリブレ
ータの平均値－３ＳＤが区別できる最小濃度を検出限界として求めた
とき、値は０.５Ｕ/ｍＬとなりました。

（6）定量限界
希釈したＣＡ１２５キャリブレータを所定の操作で２０回繰り返し測
定し、測定値の変動係数（ＣＶ値）が１０％以下となる最小濃度をも
とに、測定間差を考慮して定量限界を求めたとき０.８Ｕ/ｍＬとなり
ました。



2.相関性試験成績
（1）血清検体４９例を使用し、ルミパルス　ＣＡ１２５Ⅱ（自社品）との

相関性を検討した結果、以下に示す成績が得られました。
測定例数：ｎ＝４９
相関係数：ｒ＝１.０００
回帰式　：ｙ＝０.９３ｘ－２.１６
（ｘ；ルミパルス　ＣＡ１２５Ⅱ、
ｙ；ルミパルスプレスト　ＣＡ１２５Ⅱ）

（2）同一人から採取した血清・血漿ペア検体７０例（抗凝固剤：ヘパリン
ナトリウム）を使用し、本試薬にて相関性を検討した結果、以下に示
す成績が得られました。
測定例数：ｎ＝７０
相関係数：ｒ＝０.９９９
回帰式　：ｙ＝１.０３ｘ－２.０４
（ｘ；血清、ｙ；血漿）

■使用上又は取扱い上の注意
1.取扱い上（危険防止）の注意
（1）検体はＨＩＶ、ＨＢＶ、ＨＣＶ等の感染の恐れがあるものとして取扱

ってください。
（2）検査にあたっては感染の危険を避けるため使い捨て手袋を着用し、ま

た口によるピペッティングを行わないでください。
（3）基質液はアルカリ性溶液（ｐＨ１０）です。使用に際しては、液が皮

膚についたり、目に入らないように注意してください。
（4）試薬が誤って目や口に入った場合は、水で十分に洗い流す等の応急処

置を行い、必要があれば、医師の手当等を受けてください。
2.使用上の注意
（1）使用に際しては本書、装置の添付文書および取扱説明書に記載された

使用法に従ってください。
（2）使用期限を過ぎた試薬は使用しないでください。各構成試薬外箱およ

び容器の表示をご確認のうえ使用してください。
（3）サンプリングチップ、キュベット、サンプルカップは指定のものを使

用してください。
（4）サンプリングチップ、キュベット、サンプルカップは常に新しいもの

を使用してください。
（5）ＣＡ１２５キャリブレータ滴下の際に液滴の中に気泡が多量に混入す

る場合は、残量が僅かですので新しいボトルを使用してください。サ
ンプルカップに泡が残りますとサンプリング不良の原因になる場合が
あります。

（6）ＣＡ１２５キャリブレータは、常温（１５～２５℃）に戻してから使
用してください。

（7）試薬は保存条件を守って使用してください。特に凍結しないように注
意してください。

（8）本試薬は装置にセットしたまま保存することができます。開封後の抗
体結合粒子、酵素標識抗体および検体希釈液は３０日間有効です。装
置にセットした後は、３０日以内に使用してください。基質液と洗浄
液は容器に表示した使用期限まで有効ですが、基質液を装置にセット
した後は交換時まで取外しは避けてください。

*（9）粒子が再懸濁されない場合、使用せず弊社までお問い合わせください。
（10）検体、ＣＡ１２５キャリブレータは蒸発による濃縮を考慮し、サンプ

ルの準備後は速やかに測定を開始してください。
（11）新しいボトルを装置にセットする際には、新しいアッセイキャップを

取付けてから使用してください。取付けない場合は、測定結果の信頼
性は保証できません。

（12）装置から取出して試薬を保存するときは、アッセイキャップを取外し
試薬のボトルキャップに取替えてから２～１０℃で保存してください。
アッセイキャップを取付けたまま保存した場合は、測定結果の信頼性
を保証できません。再度ボトルを装置にセットする際には、新しいア
ッセイキャップを使用してください。

（13）アッセイキャップを取付けるときは、汚染防止のため手袋を着用して
ください。

（14）箱に同封されている抗体結合粒子と酵素標識抗体のラベルには、同じ
試薬ロットＮｏ．が印字されています。試薬は、異なる試薬ロット
Ｎｏ．の組み合わせでは使用できません。ボトルはラベルの試薬ロッ
トＮｏ．を確認してから装置にセットしてください。

（15）試薬を混ぜ合わせて使用できません。
（16）正確な測定を行うために、精製水は常に新しいものを使用してくださ

い。
（17）基質液を装置にセットした後は、基質液交換時まで取外しは避けてく

ださい。基質液がアルカリホスファターゼ（ＡＬＰ）に汚染されます
と使用できません。手指が直接基質液に触れた場合は、廃棄してくだ
さい。

（18）ソーダライムは交換せずに長期間使用を続けると、二酸化炭素の吸収
力が低下します。また基質キャップパッキンも交換せずに長期間使用
を続けると、密閉性が失われ基質液を劣化させる原因となります。ソ
ーダライムと基質キャップパッキンの交換時期についてはご使用の測
定システムの取扱説明書をご覧ください。

3.廃棄上の注意
（1）各試薬には保存剤として以下のとおりアジ化ナトリウムが含まれてい

ます。廃棄する際は爆発性の金属アジドが生成されないように多量の
水とともに流してください。
洗浄液：１.０％（希釈調製前）、基質液：０.０５％　
抗体結合粒子、酵素標識抗体、ＣＡ１２５キャリブレータ、検体希釈
液：０.１％

（2）試薬および容器等を廃棄する場合は、廃棄物に関する規定に従って、
医療廃棄物または産業廃棄物等区別して処理してください。

（3）廃液の廃棄にあたっては、水質汚濁防止法などの規制に従って処理し
てください。

（4）使用した器具（ピペット、試験管等）、廃液、サンプリングチップ等
は、次亜塩素酸ナトリウム（有効塩素濃度１０００ｐｐｍ、１時間以
上浸漬）、グルタールアルデヒド（２％、１時間以上浸漬）等による
消毒処理あるいは、オートクレーブ（１２１℃、２０分以上）による
滅菌処理を行ってください。

（5）検体、廃液等が飛散した場合には次亜塩素酸ナトリウム（有効塩素濃
度１０００ｐｐｍ、１時間以上浸漬）、グルタールアルデヒド（２％、
１時間以上浸漬）等によるふき取りと消毒を行ってください。

■貯蔵方法・有効期間
抗体結合粒子 ２～１０℃に保存 有効期間：９ヵ月
酵素標識抗体 ２～１０℃に保存 有効期間：９ヵ月
ＣＡ１２５キャリブレータ ２～１０℃に保存 有効期間：９ヵ月
基質液 ２～１０℃に保存 有効期間：９ヵ月
洗浄液 室温（１～３０℃）に保存 有効期間：９ヵ月
検体希釈液 ２～１０℃に保存 有効期間：９ヵ月
　
使用期限については、各構成試薬の外箱および容器の表示をご参照ください。

■包装単位
個別包装
コードＮｏ． 品名 包装

２９１３４４ ルミパルスプレスト　ＣＡ１２５Ⅱ
（抗体結合粒子・酵素標識抗体）

２００回用
（各１０ｍＬ×１）

２９１６７２ ルミパルスプレスト　ＣＡ１２５Ⅱ
ＣＡ１２５キャリブレータ

２濃度×１

２９１１２２ ルミパルスプレスト　基質液
（共通試薬）

１００ｍＬ×６

２９１１３９ ルミパルスプレスト　洗浄液
（共通試薬）

４０００ｍＬ×１

２９１１４６ ルミパルスプレスト　検体希釈液
（共通試薬）

１０ｍＬ×１０

■主要文献
1.Ｋenemans　P,　et　al．Heterologous　Double-Determinant
Immunoradiometric　Assay　CA　125　Ⅱ：Reliable　Second‐Generation
Immunoassay　for　Determining　CA　125　in　Serum.　Clin　Chem，39：2509
-　2513，1993．

2.田中里枝，他.　CA125の改良型測定系の基礎的検討．臨床検査　機器・試
薬，16：67　‐　72，1993．

3.大人あつ子，他．抗体M11とOC125を使用した改良型CA125測定用キット
の検討．臨床検査　機器・試薬，16：929　‐　935，1993．

4.Nishizono　I,　et　al．Rapid　and　Sensitive　Chemiluminescent　Enzyme
Immunoassay　for　Measuring　Tumor　Markers．　Clin　Chem，37：1639　‐
1644，1991．

■問い合わせ先
富士レビオ株式会社　お客様コールセンター
　TEL：0120-292-832
　FAX：03-5695-9234
　

**本製品はLife　Technologies　Corporationから導入した技術に基づいて製造した
ものです。
　



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


